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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　

回次
第71期

第２四半期連結
累計期間

第72期
第２四半期連結

累計期間
第71期

会計期間
自　平成24年　４月１日
至　平成24年　９月30日

自　平成25年　４月１日
至　平成25年　９月30日

自　平成24年　４月１日
至　平成25年　３月31日

 売上高　　　　　　 　 （百万円） 24,579 28,323 53,042

経常利益　　　　　   （百万円） 1,823 2,502 3,843

四半期（当期）純利益　（百万円） 1,138 1,417 2,013

四半期包括利益又は
包括利益　　　　　   （百万円）

1,338 3,488 4,164

純資産額　　　　　   （百万円） 33,965 34,802 36,333

総資産額　　　　　   （百万円） 50,932 50,006 55,358

１株当たり四半期
（当期）純利益金額　　   （円）

91.23 113.60 156.37

潜在株式調整後
１株当たり四半期　　　   （円）
（当期）純利益金額

― 113.59 ―

自己資本比率　　　　　   （％） 59.9 69.2 58.6

営業活動による
キャッシュ・フロー　　（百万円）

2,807 3,167 5,035

投資活動による
キャッシュ・フロー　　（百万円）

△1,177 △4,717 △2,660

財務活動による
キャッシュ・フロー　　（百万円）

△707 △472 △903

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高　（百万円）

3,966 3,101 4,715

　

回次
第71期

第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年　７月１日
至　平成24年　９月30日

自　平成25年　７月１日
至　平成25年　９月30日

１株当たり四半期
純利益金額               （円）

38.27 44.61

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第71期第２四半期連結累計期間及び第71期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　なお、印刷インキセグメントにおいて以下のとおり関係会社が異動しております。

　当社の連結子会社でありました杭華油墨化学有限公司の持分の一部を譲渡したことにより、当第２四半

期連結会計期間末日から、同社及びその子会社である安慶市杭華油墨科技有限公司、湖州杭華油墨科技有

限公司、広西蒙山梧華林産科技有限公司及び深圳杭華穎博油墨有限公司は連結子会社から持分法適用関連

会社に異動しております。

　この結果、平成25年９月30日現在では、当社グループは当社、連結子会社６社及び持分法適用関連会社

６社により構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成25年８月６日開催の取締役会において、当社連結子会社でありました杭華油墨化学有限公

司の持分の一部を譲渡することを決議し、平成25年８月27日付けで譲渡協議書を締結いたしました。当該

譲渡協議書に基づき平成25年９月27日に本件譲渡に関する一連の手続きを完了いたしました。

詳細は、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」に記載のとお

りであります。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

（１） 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策を背景に、円安・株高の進行によ

り景気は緩やかに回復してきており、企業の設備投資も徐々に改善の兆しが見え始めております。しか

し一方では、中国をはじめとした新興国の景気減速懸念、欧州における財政問題の長期化などにより、

国内景気にとって下ぶれとなる要因を依然としてかかえております。

印刷インキの需要先であります印刷業界におきましては、日本市場では、モバイル端末等による情報

の電子化及び少子化の影響による出版・商業印刷が縮小傾向にあり厳しい状況が続いております。一

方、中国をはじめとしたアジア地域では減速感はあるものの底堅い経済成長に支えられ、順調に推移い

たしました。また、特殊ＵＶインキの関係する液晶ディスプレイ関連市場は、低コスト化・コモディ

ティ化を伴いつつ、モバイル端末分野は順調に推移し、テレビ市場は低迷気味ながら大型化が進行して

おります。

このような経営環境の中で、当社グループの経営理念でありますＴ＆Ｋ（Technology and Kindness

＝技術と真心）の精神に則り、お客様の立場に立った製品の開発・生産に注力するとともに、きめ細か

いサービスの提供に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期の当連結累計期間の売上高は、総じて印刷インキ全般が堅調に推移したこと

により、売上高は283億23百万円（前年同期比15.2％増）となりました。利益面におきましては営業利

益は23億８百万円（前年同期比28.7％増）となりました。四半期純利益は、インドネシアの合弁会社、

株式会社チマニートオカの外貨建て債務の評価替えの為替差益２億14百万円（前年同四半期は52百万円

の為替差損）、関係会社出資金譲渡損１億41百万円を計上したことにより、14億17百万円（前年同期比

24.5％増）となりました。
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セグメントの業績は、次のとおりであります。　

なお、セグメント別の売上高及び営業利益はセグメント間の内部取引消去前の金額によっておりま

す。

①　印刷インキ

売上高は283億19百万円（前年同期比15.2％増）、セグメント利益（営業利益）は23億円（前年同

期比29.0％増）となりました。

②　その他

売上高は27百万円（前年同期比0.4％減）、セグメント利益（営業利益）は３百万円（前年同期比

40.0％減）となりました。

　

（２） 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べて53億51百万

円減少し、500億６百万円となりました。これは前連結会計年度末に比べて現金及び預金が11億16百万

円、受取手形及び売掛金が36億43百万円、商品及び製品が10億26百万円、有形固定資産が26億16百万円

減少したこと、関係会社出資金が41億98百万円増加したことが主な要因であります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて38億20百万円減少し、152億４百万円となりまし

た。これは前連結会計年度末に比べて支払手形及び買掛金が15億40百万円、未払金（流動負債その他）

が７億24百万円、未払法人税等が２億87百万円、賞与引当金が５億19百万円減少したことが主な要因で

あります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて15億31百万円減少し、348億２百万円となりまし

た。これは前連結会計年度末に比べて利益剰余金が11億30百万円、為替換算調整勘定が９億91百万円増

加したこと、少数株主持分が37億38百万円減少したことが主な要因であります。

　

（３） キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ、16億14百万円減少し、31億１百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は31億67百万円（前年同期比３億59

百万円増）となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益24億54百万円の計上、資金の支出を伴わない有形固定資産及び

無形固定資産の減価償却費11億42百万円の増加要因があった一方、法人税等の支払額８億35百万円の減

少要因を反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は47億17百万円（前年同期比35億39

百万円増）となりました。

これは主に定期預金の預入による支出26億31百万円、有形固定資産の取得による支出16億92百万円、

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却による支出30億41百万円の減少要因があった一方、定期

預金の払戻による収入19億４百万円、投資有価証券の償還による収入６億円の増加要因を反映したもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は４億72百万円（前年同期比２億34

百万円減）となりました。

これは主に配当金の支払額２億86百万円、少数株主への配当金の支払額１億76百万円の減少要因を反

映したものであります。

　

（４） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

（５） 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、５億57百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,506,170 12,506,170
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 12,506,170 12,506,170 ― ―

 

　

（２） 【新株予約権等の状況】

　　当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　

決議年月日 平成25年６月21日

新株予約権の数(個) 146(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株） 14,600(注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり１円

新株予約権の行使期間 平成25年７月９日～平成55年７月８日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格  　１円
資本組入額 　１円

新株予約権の行使の条件 (注)２

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡により取得する場合は、当社取締

役会の承認を要するものとしております。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 (注)３

(注) １．　新株予約権１個につき目的となる株式数

　新株予約権１個につき目的となる株式数は100株としております。ただし、割当日後、当社が、当社普通

株式につき、株式分割、株式無償割当てまたは株式併合を行う場合には、次の算式により付与株式数の調整

を行い、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨てるものとしております。

　　調整後付与株式数＝調整前付与株式数×株式分割、株式無償割当てまたは株式併合の比率

　調整後付与株式数は、株式分割または株式無償割当ての場合は、当該株式分割または株式無償割当ての基

準日の翌日以降、株式併合の場合は、その効力発生日以降、これを適用するものとしております。ただし、
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剰余金の額を減少して資本金または準備金を増加する議案が当社株主総会において承認されることを条件と

して株式分割または株式無償割当てが行われる場合で、当該株主総会の終結の日以前の日を株式分割または

株式無償割当てのための基準日とする場合は、調整後付与株式数は、当該株主総会の終結の日の翌日以降こ

れを適用するものとしております。

　　 ２. 新株予約権の行使の条件

① 新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日間に限って新株予約権を行使するこ

とができるものとしております。

②　新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使することができるものとしております。　

③　その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」の定めるとこ

ろによるものとしております。

３．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割もしくは新設分割（それぞれ当社が分

割会社となる場合に限る。）、または株式交換もしくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限

る。）（以上を総称して以下、「組織再編成行為」という。）をする場合において、組織再編成行為の効力発

生日（吸収合併につき吸収合併の効力発生日、新設合併につき新設合併設立会社成立の日、吸収分割につき吸

収分割の効力発生日、新設分割につき新設分割設立会社成立の日、株式交換につき株式交換の効力発生日、及

び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。）の直前において残存する新株予約権（以下、

「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１

項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編成対象会社」という。）の新株予約権を交付するこ

ととしております。ただし、以下の条件に沿って再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契

約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めることを条

件としております。

(1) 交付する再編成対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとしております。

(2) 新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の種類

再編成対象会社の普通株式としております。

(3) 新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の数

組織再編成行為の条件等を勘案の上、上記１．に準じて決定するものとしております。

(4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

①　交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、再編成後払込金額に上記(3)に従って

決定される当該各新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の数を乗じて得られる金額としており

ます。

②　再編成後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編成

対象会社の株式１株当たり１円としております。

(5) 新株予約権を行使することができる期間

上記に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編成行為の効力発生日のうちいず

れか遅い日から、上記に定める新株予約権を行使することができる期間の満了日までとしております。

(6) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

①　新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項に従い計算される資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたと

きは、その端数を切り上げるものとしております。

②　新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額としております。

(7) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編成対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとし

ております。

(8) 新株予約権の取得条項

以下の①、②、③、④または⑤のいずれかの議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が

不要の場合は、当社の取締役会決議がなされた場合）は、取締役会が別途定める日に、当社は無償で新株予

約権を取得することができるものとしております。

①　当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

②　当社が分割会社となる分割契約もしくは新設分割計画承認の議案

③　当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画承認の議案

④　当社の発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要することに

ついての定めを設ける定款の変更承認の議案

⑤　新株予約権の目的である株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要すること

または当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得することについての定め

を設ける定款の変更承認の議案
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(9) その他の新株予約権の行使の条件

上記２．に準じて決定するものとしております。

　

（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　

（４） 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

（５） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

― 12,506,170 ― 2,060 ― 2,052
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（６） 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社
 

東京都中央区晴海１-８-11
 

1,152 9.22

ビービーエイチ フォー フィデ
リティー ロープライスド ス
トック ファンド（常任代理人株
式会社三菱東京ＵＦＪ銀行）

82 DEVONSHIRE ST,BOSTON MA 02109360582
U.S.A.
（東京都千代田区丸の内２-７-１）

800 6.40

増田 澄 東京都文京区 710 5.68

Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ社員持株会 東京都板橋区泉町20-４ 609 4.87

有限会社コウシビ 東京都文京区本郷５-18-２-601 525 4.21

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１-３-３ 494 3.95

ジェーピー モルガン チェース 
バンク 385093（常任代理人株式
会社みずほ銀行決済営業部）
 

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON,
E14 5JP, UNITED KINGDOM
（東京都中央区月島４-16-13）
 

456 3.65

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２-11-３ 414 3.31

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２-１-１ 378 3.02

増田 至克 東京都練馬区 375 3.00

上田 美香子 東京都世田谷区 375 3.00

計 ― 6,292 50.31

(注) １．株式会社みずほ銀行の株式数には、株式会社みずほ銀行が退職給付信託の信託財産として拠出している当社

株式493千株（持株比率3.95％）を含んでおります。なお、株主名簿上の名義は、「みずほ信託銀行株式会

社退職給付信託（みずほ銀行口）再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社」であります。

２．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、信託業務に係る株式数であります。

３．シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社及びその共同保有者であるシュローダー・インベ

ストメント・マネージメント・リミテッドから平成25年４月17日付で関東財務局長に提出された大量保有報

告書（変更報告書）により平成25年９月30日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けております

が、当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状

況には含めておりません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

　

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

シュローダー・インベスト
メント・マネジメント株式
会社

東京都千代田区丸の内１－８－３ 880 7.04

シュローダー・インベスト
メント・マネージメント・
リミテッド

英国 EC２V ７QA ロンドン、グレ
シャム・ストリート31

667 5.33
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（７） 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式      28,900 ― ―

完全議決権株式（その他）  普通株式  12,461,300 124,613 ―

単元未満株式  普通株式    　15,970 ― ―

発行済株式総数 12,506,170 ― ―

総株主の議決権 ― 124,613 ―

（注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権の数５個）含まれて

おります。また、「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、80株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ 東京都板橋区泉町20-４ 28,900 ― 28,900 0.23

計 ― 28,900 ― 28,900 0.23

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,859 5,742

受取手形及び売掛金
※１ 19,047 15,403

有価証券 0 40

商品及び製品 4,140 3,113

仕掛品 433 339

原材料及び貯蔵品 2,185 1,642

その他 724 857

貸倒引当金 △310 △233

流動資産合計 33,080 26,906

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,987 16,240

機械装置及び運搬具 15,846 13,192

土地 6,389 6,111

その他 4,839 3,820

減価償却累計額 △25,277 △23,195

有形固定資産合計 18,785 16,168

無形固定資産 260 255

投資その他の資産

投資有価証券 2,429 1,827

関係会社出資金 35 4,233

その他 816 666

貸倒引当金 △49 △50

投資その他の資産合計 3,232 6,676

固定資産合計 22,278 23,100

資産合計 55,358 50,006
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 8,689 7,148

電子記録債務 2,323 2,194

短期借入金 1,573 1,454

1年内返済予定の長期借入金 15 13

1年内償還予定の社債 7 3

未払法人税等 779 491

賞与引当金 1,110 591

役員賞与引当金 33 －

その他 2,223 1,073

流動負債合計 16,756 12,971

固定負債

社債 36 36

長期借入金 22 5

退職給付引当金 1,250 1,310

その他の引当金 171 18

資産除去債務 104 104

負ののれん 100 71

その他 583 686

固定負債合計 2,268 2,233

負債合計 19,025 15,204

純資産の部

株主資本

資本金 2,060 2,060

資本剰余金 2,059 2,059

利益剰余金 30,661 31,791

自己株式 △49 △49

株主資本合計 34,731 35,861

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 411 490

為替換算調整勘定 △2,725 △1,734

その他の包括利益累計額合計 △2,314 △1,244

新株予約権 － 6

少数株主持分 3,916 178

純資産合計 36,333 34,802

負債純資産合計 55,358 50,006
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 24,579 28,323

売上原価 19,086 21,919

売上総利益 5,493 6,403

販売費及び一般管理費
※ 3,698 ※ 4,095

営業利益 1,794 2,308

営業外収益

受取利息 47 43

受取配当金 28 38

持分法による投資利益 － 8

負ののれん償却額 28 28

為替差益 － 43

投資有価証券売却益 － 32

その他 27 46

営業外収益合計 132 242

営業外費用

支払利息 18 16

為替差損 49 －

支払補償費 0 －

投資有価証券評価損 9 －

持分法による投資損失 2 －

その他 23 31

営業外費用合計 104 48

経常利益 1,823 2,502

特別利益

固定資産売却益 10 5

為替差益 － 214

補助金収入 － 18

特別利益合計 10 238

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 25 91

投資有価証券評価損 － 51

為替差損 52 －

関係会社出資金譲渡損 － 141

その他 2 1

特別損失合計 80 286

税金等調整前四半期純利益 1,753 2,454

法人税等 496 673

少数株主損益調整前四半期純利益 1,256 1,781

少数株主利益 118 363

四半期純利益 1,138 1,417
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,256 1,781

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △99 79

為替換算調整勘定 180 1,613

持分法適用会社に対する持分相当額 1 14

その他の包括利益合計 81 1,707

四半期包括利益 1,338 3,488

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,169 2,487

少数株主に係る四半期包括利益 169 1,001
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,753 2,454

減価償却費 952 1,142

負ののれん償却額 △28 △28

持分法による投資損益（△は益） 2 △8

退職給付引当金の増減額（△は減少） 75 55

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 △152

賞与引当金の増減額（△は減少） △52 △349

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △33

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 33

受取利息及び受取配当金 △75 △82

支払利息 18 16

有形固定資産売却損益（△は益） △10 △5

有形固定資産除却損 25 91

その他の特別損益（△は益） 52 △214

投資有価証券評価損益（△は益） 9 51

売上債権の増減額（△は増加） △543 299

たな卸資産の増減額（△は増加） 128 275

仕入債務の増減額（△は減少） 777 284

関係会社出資金譲渡損 － 141

その他 120 △38

小計 3,221 3,935

利息及び配当金の受取額 78 84

利息の支払額 △18 △16

法人税等の支払額 △473 △835

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,807 3,167

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,184 △2,631

定期預金の払戻による収入 2,024 1,904

有価証券の償還による収入 398 －

有形固定資産の取得による支出 △1,007 △1,692

有形固定資産の売却による収入 15 41

無形固定資産の取得による支出 △7 △42

投資有価証券の取得による支出 △408 △8

投資有価証券の売却による収入 － 131

投資有価証券の償還による収入 － 600

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却
による支出

－
※２ △3,041

保険積立金の積立による支出 △6 △32

保険積立金の払戻による収入 0 54

その他 △1 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,177 △4,717
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △354 128

長期借入金の返済による支出 △7 △7

社債の償還による支出 △3 △3

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △162 △286

少数株主への配当金の支払額 △73 △176

その他 △105 △126

財務活動によるキャッシュ・フロー △707 △472

現金及び現金同等物に係る換算差額 25 408

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 947 △1,614

現金及び現金同等物の期首残高 3,018 4,715

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 3,966 ※１ 3,101
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

（連結の範囲の変更）

当社の連結子会社でありました杭華油墨化学有限公司の持分の一部を譲渡したことにより、当第２四半期連結

会計期間末日から、同社及びその子会社である安慶市杭華油墨科技有限公司、湖州杭華油墨科技有限公司、広西

蒙山梧華林産科技有限公司及び深圳杭華穎博油墨有限公司は連結子会社から持分法適用関連会社に異動しており

ます。これにより、第２四半期連結累計期間の損益計算書のみ連結しております。

 
（持分法適用の範囲の変更）

「連結の範囲の変更」に記載のとおり、杭華油墨化学有限公司の持分の一部を譲渡したため、同社及びその子

会社である安慶市杭華油墨科技有限公司、湖州杭華油墨科技有限公司、広西蒙山梧華林産科技有限公司及び深圳

杭華穎博油墨有限公司は当第２四半期連結会計期間末日より連結子会社から持分法適用関連会社に異動しており

ます。

　

（会計方針の変更等）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

 該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

（税金費用の計算）

　当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　
 ※１．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。
　　なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会

計年度末残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

 受取手形
 支払手形

   369百万円
2　〃

―
―

　
   ２．受取手形裏書譲渡高
　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形裏書譲渡高    158百万円    155百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

　
※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

荷造運搬費 514百万円 552百万円

給料 1,029 〃 1,182 〃

退職給付費用 110 〃 102 〃

賞与引当金繰入額 253 〃 256 〃

役員賞与引当金繰入額 10 〃 ―

役員退職慰労引当金繰入額 10 〃 27 〃

貸倒引当金繰入額 23 〃 37 〃

　 　 　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日

　 至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年９月30日）

現金及び預金勘定   5,664百万円 5,742百万円

預入期間が３か月を超える定期預金     △1,698百万円 △2,641百万円

現金及び現金同等物  3,966百万円 3,101百万円

　
※２　持分の一部譲渡により連結子会社から持分法適用関連会社に変更した会社の資産及び負債の主な内容
　　　持分の一部譲渡により連結子会社から持分法適用関連会社に変更した会社の連結除外時の資産及び負

債の主な内訳並びに、当該会社持分の売却価額と売却による支出は次のとおりであります。
　
流動資産 9,680百万円

固定資産 3,016　〃

流動負債 △3,369　〃

固定負債 　△14　〃

為替換算調整勘定 △16　〃

関係会社出資金譲渡損 △101　〃

少数株主持分 △4,737　〃

持分売却後の投資勘定 △4,271　〃

連結範囲の変更を伴う関係会社出資金
の売却価額

186百万円

連結子会社の現金及び現金同等物    △3,041　〃

未収入金    △186　〃

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資
金の売却による支出

△3,041百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

　１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日
定時株主総会

普通株式 162 13 平成24年３月31日 平成24年６月22日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月５日
取締役会

普通株式 162 13 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

 １．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 286 23 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額23円には、東京証券取引所市場第一部指定記念配当６円を含んでおります。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月５日
取締役会

普通株式 187 15 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　

　Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

　

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計

印刷インキ

売上高 　 　 　

 外部顧客への売上高 24,575 3 24,579

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― 23 23

計 24,575 27 24,602

セグメント利益 1,784 6 1,790

（注） 「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種産業廃棄物の焼却処理及び生

命・損害保険代理業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,784

「その他」の区分の利益 6

セグメント間取引消去 4

四半期連結損益計算書の営業利益 1,794

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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　Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

　

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計

印刷インキ

売上高 　 　 　

 外部顧客への売上高 28,319 3 28,323

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― 23 23

計 28,319 27 28,346

セグメント利益 2,300 3 2,304

（注） 「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種産業廃棄物の焼却処理及び生

命・損害保険代理業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,300

「その他」の区分の利益 3

セグメント間取引消去 4

四半期連結損益計算書の営業利益 2,308

　

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

当第２四半期連結会計期間において、「印刷インキ」を構成していた杭華油墨化学有限公司の持分の

一部を譲渡したことにより、当第２四半期連結会計期間末日から、同社及びその子会社である安慶市杭

華油墨科技有限公司、湖州杭華油墨科技有限公司、広西蒙山梧華林産科技有限公司及び深圳杭華穎博油

墨有限公司は連結子会社から持分法適用関連会社に異動したため、前連結会計年度の末日に比べ、「印

刷インキ」のセグメント資産が8,425百万円減少しております。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

杭華油墨化学有限公司の持分の一部譲渡

１　事業分離の概要

(1) 分離先企業の名称

杭州協豊投資共営企業（有限共営）

(2) 分離した事業の内容

印刷用インキの製造・販売

(3) 事業分離を行った主な理由

当社の連結子会社でありました杭華油墨化学有限公司が、中華人民共和国の証券取引所への上場を

計画することとなり、杭州協豊投資共営企業（有限共営）に持分の一部を譲渡いたしました。

(4) 事業分離日

平成25年９月27日

(5) 法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

受取対価を現金等の財産のみとする事業譲渡

　事業譲渡後の持分比率：46.67％

　

２　実施した会計処理の概要

(1) 移転損益の金額

関係会社出資金譲渡損　101百万円

(2) 移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 9,680百万円

固定資産 3,016　〃

資産合計 12,697百万円

流動負債 3,369百万円

固定負債 14　〃

負債合計 3,383百万円

(3) 会計処理

当該譲渡持分の連結上の帳簿価額と売却額との差額を「関係会社出資金譲渡損」として特別損失に

計上しております。

 

　

３　分離した事業が含まれていた報告セグメント

印刷インキ

　

４　四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

　 累計期間

売上高 7,383百万円

営業利益 651　〃

経常利益 649　〃
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
 至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
 至　平成25年９月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額（円） 91.23 113.60

（算定上の基礎） 　 　

　四半期純利益金額（百万円） 1,138 1,417

　普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,138 1,417

　普通株式の期中平均株式数（株） 12,477,548 12,477,272

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（円） ― 113.59

（算定上の基礎） 　 　

 四半期純利益調整額（百万円） ― ―

　普通株式増加数（株） ― 1,216

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

平成25年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………187百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年12月９日

（注） 平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   関谷　靖夫   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   寶野　裕昭   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

平成25年11月14日

株式会社　Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から

平成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ及び連結子会社

の平成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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